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香
教
連
は
，
結
成
四
十
九
年
を
迎
え

た
，
子
供
中
心
の
教
育
を
目
指
し
，
健

全
な
る
批
判
力
を
持
つ
，
県
内
最
大
の

教
職
員
団
体
で
す
。

日
々
是
好
日
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東
大
の
教
授
は
勲
一
等
で
、
義
務
教
育
の
先
生
た
ち

が
勲
七
等
、
勲
八
等
と
い
う
の
は
本
来
、
逆
じ
ゃ
な
い

か
。
子
ど
も
は
小
さ
な
猛
獣
だ
。
で
き
れ
ば
先
生
方
の

月
給
を
倍
に
し
た
い
。

　

田
中
角
栄
元
総
理
の
言
葉
で
す
。

　

今
か
ら
５
０
年
以
上
も
前
の
こ
と
。
教
員
の
給
料
は

低
く
、
学
校
の
先
生
が
自
宅
で
塾
を
開
い
た
り
、
放
課

後
に
予
備
校
で
ア
ル
バ
イ
ト
に
い
っ
た
り
す
る
こ
と
が

半
ば
公
然
と
行
わ
れ
て
い
た
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
教

員
は
金
銭
的
に
決
し
て
魅
力
の
あ
る
仕
事
と
は
言
え
ず
、

先
生
に
「
で
も
」
な
ろ
う
か
、
先
生
に
「
し
か
」
な
れ

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、「
デ
モ
シ
カ
」
先
生
な

ど
と
自
虐
的
に
呼
ば
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

田
中
内
閣
時
代
、
田
中
角
栄
は
教
員
の
待
遇
改
善
に

着
手
し
、
昭
和
４
９
年
「
人
材
確
保
法
」
が
成
立
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
教
育
に
優
秀
で
必
要
な
人
材
を
確
保

し
て
い
く
た
め
に
、
一
般
の
公
務
員
よ
り
優
遇
す
る
こ

と
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
結
果
、
教
員
の
給
与
は
一
気
に
２
５
％
も
引
き

上
げ
ら
れ
、
優
秀
な
人
材
が
教
育
界
に
参
入
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
教
員
は
行
政
職
よ
り
給

与
面
で
優
遇
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

優
秀
な
教
員
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
教

育
水
準
は
素
晴
ら
し
く
向
上
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
バ
ブ
ル
崩
壊
を
経
て
２
０
０
２
年
度

か
ら
学
校
週
５
日
制
が
導
入
さ
れ
、
平
日
の
業
務
は
ど

ん
ど
ん
膨
ら
ん
で
い
き
、
月
に
５
０
時
間
か
ら
６
０
時

間
の
超
過
勤
務
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
教
師
の
環
境
は

変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。（ 

も
ち
ろ
ん
休
日
出
勤
の
割
合

も
当
た
り
前
の
よ
う
に
増
加
し
て
い
ま
す
。）

　

教
員
の
給
与
を
一
般
の
公
務
員
よ
り
優
遇
す
る
こ
と

を
定
め
、
教
員
の
優
れ
た
人
材
を
確
保
し
、
も
っ
て
義

務
教
育
水
準
の
維
持
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

人
材
確
保
法
に
よ
る
優
遇
部
分
は
現
在
０.

３
２
％
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

国
が
発
展
す
る
た
め
に
は
未
来
を
つ
く
る
子
ど
も
た

ち
へ
の
「
教
育
」
が
重
要
で
す
。
教
員
不
足
、
他
業
種

へ
の
人
材
の
流
出
を
止
め
る
た
め
に
は
、
教
員
の
給
与

ア
ッ
プ
が
不
可
欠
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？　
　
（
俊
）

第
４
０
回
教
育
研
究
全
国
大
会
（
宮
崎
大
会
）

台
風
６
号
接
近
の
た
め
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
に

　
令
和
５
年
８
月
５
日
（
土
）、
あ
い
に
く
の
台
風
６
号
の
接
近

に
よ
る
影
響
を
考
え
、
急
遽
宮
崎
大
会
を
現
地
開
催
か
ら
、
分
科

会
の
み
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
に
よ
る
開
催
へ
と
変
更
し
た
。

　
香
教
連
か
ら
は
、
第
４
分
会
「
健
康
教
育
」
に
西
原
未
来
先
生

（
善
通
寺
中
央
小
学
校
）
が
「 

生
涯
に
わ
た
っ
て
生
き
て
働
く
、

望
ま
し
い
食
習
慣
を
形
成
す
る
た
め
の
食
育
」
と
題
し
て
発
表
を

行
っ
た
。
助
言
者
は
東
京
栄
養
食
料
専
門
学
校
の
校
長
、
渡
邊
智

子
先
生
で
あ
る
。

　
急
遽
決
定
し
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
で
あ
っ
た
が
、
発
表
者
の
西
原
先

生
に
は
堂
々
と
し
た
態
度
で
発
表
に
臨
ん
で
い
た
だ
い
た
。
　

　
予
想
以
上
に
多
く
の
参
観
者
が
あ
り
、
発
表
の
後
に
意
見
や
感

想
を
述
べ
た
り
、
時
間
の
都
合
で
発
言
で
き
な
か

っ
た
人
は
、
チ
ャ
ッ
ト
機
能
を
通
じ
て
記
録
を
残

し
た
り
す
る
な
ど
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
先
生
方

の
熱
い
思
い
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
単
独
で
の
分
科
会
発
表
は
初
め
て
の

試
み
で
あ
っ
た
が
、
大
成
功
で
終
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
来
年
は
山
口
県
で
の
開
催
で
あ
る
。

退
職
に
向
け
て
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　
８
月
１
２
日
教
育
会
館
会
議
室
に
お
い
て
、
今
回
で
２
回
目
と
な
る
退
職
に

向
け
て
の
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
今
年
度
は
１
５
名
の
先
生
方
が
参
加
さ

れ
た
。

　
講
師
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
元
高
学
協
会
長
安
部
忠
明
先
生
、

香
教
連
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
の
講
師
で
も
あ
る
工
藤
護
先

生
の
２
名
で
あ
る
。

　
安
部
先
生
は
、
一
度
再
任
用
を
経
験
し
て
現
在
は
無
職
と
い

う
立
場
で
、
現
役
の
頃
と
何
が
ど
う
違
う
の
か
を
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
で
具
体
的
に
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
。
工
藤
先
生
は
、
退

職
後
再
任
用
を
続
け
て
現
在
は
丸
亀
市
の
講
師
に
な
り
、
収
入

面
や
勤
務
時
間
な
ど
の
変
化
や
現
在
の
生
活
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
高
木
委
員
長
か
ら
は
、
年
金
や
退
職
金
に
つ
い
て
毎
年
少
し
ず
つ
変
化
し
て

い
る
こ
と
や
老
後
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
の
説
明
が

な
さ
れ
た
。
参
加
さ
れ
た
先
生
方
は
、「 

普
段
の
働
き
方

か
ら
で
は
、
老
後
と
か
退
職
後
と
い
っ
た
時
期
の
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
を
考
え
る
余
裕
も
な
か
っ
た
。
後
悔
し
て
い
る
部

分
も
あ
る
け
ど
、
こ
う
い
う
機
会
で
も
な
い
と
分
か
ら
な

か
っ
た
。
お
話
を
聞
け
て
良
か
っ
た
。
早
く
気
づ
く
こ
と

が
で
き
た
の
で
何
か
手
立
て
を
考
え
た
い
。」
と
い
っ
た

感
想
も
寄
せ
ら
れ
た
。

　
香
教
連
と
し
て
は
、
３
０
代
、
４
０
代
の
先
生
方
に
も
目
減
り
し
て
い
く
退

職
金
に
対
す
る
「
今
か
ら
で
も
で
き
る
有
効
な
資
産
運
営
」
が
必
要
な
時
期
に

来
て
い
る
こ
と
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
を
企
画
し
て
い

き
た
い
。

声を届けて
　　ください！
○学校での困りごと

○御意見・御感想

何でもかまいません。

下のＱＲコードを読

み取って、送信して

ください。抽選で、

素敵なプレゼントを

お送りします。

発表者　西原未来先生

助言者　渡邊智子先生

香川県教職員生活協同組合員の皆様へ

ブランシエラ高松 西の丸タワー ザ・レジデンス

長谷工不動産 香川県第一号物件

ＪＲ「高松」駅

徒歩３分
地上１９階建て

全邸南向き再開発エリア近接

■本物件は、提携法人割引の対象です■

０物件価格（税込）より ５．％ 割引いたします

提携割引のご利用には
健康保険証の提示

が必要です

エントランスアプローチ

本紙と健康保険証をご持参のうえ、アンケートにご記入いただいた方に

ＪRホテルクレメントギフトカード

２,０００円分を進呈！
新規提携記念

キャンペーン開催

※実施期間：２０２３年９月３０日（土）まで 詳しくは係員にお問合せください
※１７時以降のご見学も可能です（予約制） お仕事終わりに是非お越しください

高松市玉藻町３－１０
マンションギャラリー案内図

お車でお越しのお客様は、
「ことでん玉藻町パーキング」をご利用ください。

お帰りの際に清算いたします。

0120-240-872
来場予約・お問い合わせは

営業時間：10時～18時
定休日：水曜日・木曜日（祝日除く）

WEB 予約はこちら

■物件概要（全体概要）●名称／ブランシエラ高松 西の丸タワー ザ・レジデンス●所在地／香川県高松市西の丸町14番1、14番2、14番3（地番）●交通／JR予讃
線・高徳線「高松」駅徒歩3分●地目／宅地●用途地域／商業地域●構造・階数／鉄筋コンクリート造 地上19階建●総戸数／81戸●分譲後の権利形態／＜敷地＞
専有面積割合による所有権の共有＜建物＞専有部は区分所有権、共用部分は専有面積割合による所有権の共有●竣工予定時期／2024年2月下旬●入居予定時期／
2024年3月上旬●管理会社／株式会社長谷工コミュニティ西日本●管理形態／区分所有者全員により管理組合を結成し、管理会社に全部委託予定●管理員の勤務形
態／日勤（予定）●売主／株式会社長谷工不動産●販売代理／株式会社長谷工アーベスト●設計・監理／大京穴吹建設一級建築士事務所●施工／株式会社株式会社
大京穴吹建設
■先着順分譲概要●販売戸数／9戸●販売価格／3,940万円～13,000万円●間取り／2LDK～4LDK●専有面積／63.94㎡～160.11㎡（防災備蓄倉庫1.57㎡～6.37㎡含む）●
バルコニー面積／11.97㎡～24.07㎡●サービスバルコニー面積／5.53㎡～9.75㎡●アルコーブ面積／2.30㎡～5.19㎡●管理費（月額）／9,810円～20,100円●修繕積立
金（月額）／5,120円～12,810円●管理準備金（引渡時一括）／15,000円●修繕積立一時金（引渡時一括）／512,000円～1,281,000円
■第3期先着順分譲概要●販売戸数／7戸●販売価格／3,730万円～5,140万円●間取り／2LDK～3LDK●専有面積／63.94㎡～81.84㎡（防災備蓄倉庫1.57㎡～1.90㎡含
む）●バルコニー面積／12.10㎡～13.12㎡●アルコーブ面積／2.85㎡～4.55㎡●管理費（月額）／9,810円～11,730円●修繕積立金（月額）／5,120円～6,550円●管理
準備金（引渡時一括）／15,000円●修繕積立一時金（引渡時一括）／512,000円～655,000円
■先着順・第2期先着順申込受付のご案内●申込受付場所／「ブランシエラ高松 西の丸タワーザ・レジデンス」マンションギャラリー●申込受付時間／10：00～
18：00
※先着順受付のため、成約済みとなる場合がございます。予めご了承ください。
※お申込の際には、ご印鑑（認印）、2022年・2021年の収入証明書（源泉徴収票等）、ご本人様確認資料（運転免許証等）をご持参ください。※詳細はスタッフま
でお問合せください。


